
季刊誌　

　雷雨の多かった今年の夏もあっっっという間に過ぎ、季節は秋へと移り変わってしまいましたが、
朝晩空気が涼しくなって、風邪などで体調を崩していませんか？
今回の旬では、先月行われた「わかくさ祭り」についてご紹介したいと思います！

 　わかくさ祭りとしては４回目となった今年、初めての試みとして、三事業所合同での開催と

なりました。当日は朝から快晴で気温も高く、絶好のお祭り日和でした。

開始時間が近付くと準備でバタバタしながらも、たくさんの方に来て頂けるか不安もありまし

たが、来場者数は３００名を超え、用意したテーブル席は最後までほぼ満席の大盛況となり

ました。

　東小ブラスバンドの皆さんによる 　　　　照翠民謡連盟連合会の皆さん 　　　　　　　　　苫小牧ブラスサウンドの皆さん

　ファンファーレでいよいよ開幕です。 　　　　　　　あっと驚く手品も披露して下さいました。

　わかくさを始め、オアシス、ライフデザイン各社の職員が、約２カ月、関上施設長の熱血指導(？）

の元、猛特訓(？）をし、なんとかこの日を迎えました。頑張った分、素晴らしい成果が見られたと

思います。

　総勢１０名の演奏はお腹にも響きます！ 　　わかくさの精鋭（？）たちです。

　デイサービス３社の作品展のコーナーも設けました。それぞれ作品に特徴が見られていました。

　わかくさでは、Ｎさんに作品を提供して頂き、 　　　デイハウス　すみれ 　　　　　　　デイハウス　おあしす

　賑やかなコーナーを設ける事が出来ました。

　　Ｎさん、「ありがとうございました❤」
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」 ｢介護用品展示」　「AEDデモンストレーション」

　裏千家茶道　北橋先生のご好意で ㈱マルベリー・㈱マルキタ家具センター・㈱ウエル・ダスキンヘルスレントのご協力にて、車椅子や

　美味しい抹茶とお菓子が１２０名以上の ベッド、杖や自助具等様々な福祉用具が展示されました。実際に体験もできました。

　方に振舞われました。

　　「介護相談」 　「各種販売」 　　　　「昔遊び」 　　｢飲　　食」

　　各事業所のケアマネが対応 育成会・愛らんどよりパン・クッキー・ 会場校の生徒も、一緒に射的や　　　　　柳谷仕出し店による飲食の

工芸品などが販売されました。　　　　ヨーヨー釣りを盛り上げてくれました。　　　コーナーは大行列の大反響！

わかくさ祭りの締めは、苫小牧のゆるきゃら『とまチョップ』も参加しての、大抽選会でした。とまチョップの
愛らしさに記念写真を撮る方も多かったですよ❤

１００を超える数の景品を用意しましたが、最後まで参加して下さった方が大変多く、全員に景品は当たりま
せんでしたが、皆さん『楽しかったよ～』と口々におっしゃって下さいました。

〒　０５３－００２１

　　　苫小牧市若草町５丁目１0－１６

皆さんには６月から午前レクとして、２カ月間かけて祭り飾りを手掛けて頂き、      　　 ＴＥＬ　０１４４－３８－２６６０

おかげさまで大変豪華な会場になりました。そして、時間を割いて来場して   　 　　  ＦＡＸ　０１４４－３８－２６６１

下さった多くの皆様にお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。      　　　発行日　平成２５年 ９月２０日
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